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農
林
水
産
省
が
11
月
30
日
に
公
表
し
た
「
2
0
2
1
年
農
業
経
営
体
の
経
営

収
支
」
に
よ
る
と
、
全
農
業
経
営
体
の
農
業
所
得
は
1
2
5
・
4
万
円
で
、
前

年
と
比
べ
て
1
・
5
％
増
加
し
た
。
し
か
し
、
営
農
類
型
別
の
農
業
所
得
を
み

る
と
、
前
年
よ
り
大
幅
に
増
加
し
た
営
農
が
あ
る
一
方
で
、
水
田
作
は
前
年
比

9
割
減
、
養
豚
は
同
比
約
半
減
と
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
。

◇
全
農
業
経
営
体
の
平
均

農
業
所
得
は
前
年
比
微
増

の
1
2
5
万
円

全
農
業
経
営
体
（
個
人

経
営
体
及
び
法
人
経
営

体
）
に
お
け
る
全
営
農
類

型
平
均
の
農
業
粗
収
益
は

1
0
7
6
・
9
万
円
で
前

年
比
8
・
5
％
増
加
し
た
。

畜
産
収
入
と
共
済
・
補
助

金
等
受
取
金
が
大
き
く
増

加
し
た
こ
と
が
要
因
。
一

方
、
農
業
経
営
費
は
9
5

1
・
5
万
円
で
同
比
9
・

5
％
増
加
。
こ
ち
ら
は
飼

料
費
が
2
割
、
動
力
光
熱

費
が
1
割
以
上
増
え
た
こ

と
な
ど
に
よ
る
も
の
。
こ

の
結
果
、
農
業
所
得
は
1

2
5
・
4
万
円
と
な
り
、

前
年
に
比
べ
て
1
・
5
％

増
加
し
た
。

ま
た
、主
業
経
営
体(

農

業
所
得
が
主
で
、
自
営
農

業
に
60
日
以
上
従
事
し
て

い
る
65
歳
未
満
の
者
が
い

る
個
人
経
営
体)
に
お
け

る
全
営
農
累
計
平
均
の
農

業
粗
収
益
は
2
0
7
2
・

3
万
円
で
前
年
比
4
・
0

％
増
、
農
業
経
営
費
は
1

6
3
8
・
8
万
円
で
同
比

3
・
9
％
増
と
な
り
、
農

業
所
得
は
4
3
3
・
5
万

円
で
同
比
4
・
2
％
増
と

な
っ
た
。

◇
水
田
作
の
農
業
所
得
は

1
万
円

農
業
所
得
を
営
農
類
型

別
に
見
る
と
、
畑
作
が
前

年
比
55
・
5
％
増
、
施
設

花
き
作
が
同
比
90
・
0
％

増
、採
卵
養
鶏
が
同
比
55
・

4
％
増
と
い
ず
れ
も
大
幅

に
増
加
し
た
が
、一
方
で
、

水
田
作
は
同
比
94
・
4
％

減
、
養
豚
は
同
比
45
・
4

％
減
と
な
り
、収
益
状
況

が
前
年
か
ら
大
幅
に
悪
化

し
た
営
農
も
あ
っ
た
。

水
田
作
経
営
の
収
支
は

農
業
粗
収
益
が
3
5
0
・

3
万
円
で
同
比
1
・
5
％

増
。
米
価
下
落
で
作
物
収

入
は
同
比
6
・
4
％
減
、

畜
産
収
入
も
同
比
11
・
1

％
減
だ
っ
た
が
、
共
済
・

補
助
金
等
受
取
金
が
前
年

よ
り
31
・
5
％
増
え
た
た

め
、
全
体
の
粗
収
支
は
増

加
し
た
。
し
か
し
、
農
業

経
営
費
が
前
年
比
6
・
8

％
増
の
3
4
9
・
3
万
円

と
な
り
、
粗
収
益
以
上
に

経
営
費
が
増
加
し
た
こ
と

か
ら
、
農
業
所
得
は
前
年

比
94
・
4
％
減
の
1
万
円

と
な
っ
た
。
な
お
、
水
田

作
の
作
付
け
延
べ
面
積
は

2
5
2
・
8
㌃
。

養
豚
経
営
の
収
支
は
、

共
済
・
補
助
金
等
受
取
金

が
前
年
比
1
9
0
・
7
％

増
だ
っ
た
こ
と
か
ら
農
業

粗
利
益
は
10
・
2
％
増
と

な
っ
た
が
、
農
業
経
営
費

も
飼
料
費
や
減
価
償
却
率

な
ど
が
大
幅
に
増
え
た
こ

と
か
ら
、
前
年
比
16
・
8

％
増
加
。
そ
の
結
果
、
農

業
所
得
は
45
・
4
％
減
の

1
3
5
6
・
4
万
円
と
ほ

ぼ
半
減
し
た
。

21
年
は
農
業
所
得
が
前

年
よ
り
増
加
し
た
営
農
も

あ
る
が
、
今
年
は
農
業
分

野
で
も
資
材
や
燃
料
費
な

ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
高
騰

し
て
お
り
、
酪
農
は
じ
め

畜
産
農
家
は
危
機
的
な
状

況
に
陥
っ
て
い
る
。
22
年

の
同
調
査
は
厳
し
い
結
果

が
予
想
さ
れ
る
。

水
田
作
経
営
の
農
業
所

得
は
前
年
比
9
割
減
に

２
０
２
１
年
農
業
経
営
体
調
査
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◇
農
業
の
倒
産
件
数
67

件
・
20
年
間
で
2
番
目
の

高
水
準

今
年
1
―

11
月
の
農
業

の
倒
産
件
数
は
67
件
。
残

り
1
カ
月
を
残
し
、
す
で

に
前
年
の
42
件
を
越
え

た
。
農
業
の
倒
産
件
数

は
、
2
0
0
3
年
以
降
の

20
年
間
で
は
20
年
の
80
件

が
最
多
。
21
年
は
42
件
に

減
少
し
た
が
、
今
年
は
飼

料
費
や
燃
料
費
の
高
騰
な

ど
で
再
び
増
加
に
転
じ

た
。

20
年
間
で
負
債
総
額
の

最
大
は
11
年
の
4
5
6
9

億
3
5
0
0
万
円
。但
し
、

こ
の
う
ち
の
94
・
7
％
は

和
牛
預
託
商
法
の
株
式
会

社
安
愚
楽
牧
場
が
1
社
で

占
め
て
お
り
、
同
社
を
除

く
と
年
間
の
負
債
総
額
は

1
0
0
億
円
ほ
ど
。
対
し

て
、
今
年
は
11
月
ま
で
で

8
6
7
億
4
0
0
万
円
と

実
質
的
に
は
11
年
を
は
る

か
に
超
え
、
ま
た
、
前
年

1
年
間
（
44
億
9
7
0
0

万
円
）
の
19
・
2
倍
に
ま

で
急
増
し
た
。

◇
業
種
別
で
は
畜
産
農
業

が
約
3
倍
に
増
加

業
種
別
の
倒
産
件
数
は

「
耕
種
農
業
」
が
36
件
。

野
菜
作
（
16
↓
25
件
）
や

果
樹
作
（
2
↓
6
件
）
が

大
き
く
増
加
し
た
。「
畜

産
農
業
」
は
26
件
で
、
前

年
同
期
の
2
・
9
倍
に
増

加
し
た
。
内
訳
は
、
養
鶏

が
5
↓
15
件
、
養
豚
が
0

↓
3
件
、
肉
用
牛
生
産
が

2
↓
3
件
な
ど
。
畜
産
農

業
は
伝
染
病
の
広
が
り
に

加
え
、
飼
料
費
や
燃
料
費

の
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
し

た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。

大
手
で
は
、
3
月
に
養

豚
専
業
で
全
国
有
数
の
規

模
を
誇
っ
た
株
式
会
社
長

島
フ
ァ
ー
ム
（
鹿
児
島

県
、
負
債
32
億
8
6
0
0

万
円
）、
9
月

に
神
明
牧
場
で

知
ら
れ
る
豚
・

牛
畜
産
の
神
明

畜
産
株
式
会
社

（
東
京
都
、
負

債
2
9
4
億
5

6
0
0
万
円
）

が
倒
産
し
た
。

こ
の
他
、
3
月

に
は
業
界
関
連

会
社
の
鶏
卵
流

通
大
手
イ
セ
食

品
株
式
会
社

（
東
京
都
、
負

債
2
7
8
億
4

7
0
0
万
円
）

グ
ル
ー
プ
の
養
鶏
業
者
が

連
鎖
倒
産
す
る
な
ど
、
畜

産
業
界
の
ト
ッ
プ
企
業
で

経
営
破
綻
が
相
次
い
だ
。

【
調
査
概
要
】

2
0
2
2
年
1
―

11
月

か
つ
負
債
1
0
0
0
万
円

以
上
の
倒
産
が
対
象
。
業

種
は
、「
耕
種
農
業
」「
畜

産
農
業
」「
農
業
サ
ー
ビ

ス
業
」「
園
芸
サ
ー
ビ
ス

業
」。
の
4
つ
。
イ
セ
食

品
株
式
会
社
は
食
品
販
売

業
に
な
る
た
め
、
集
計
か

ら
除
い
て
い
る
。

◆
「
物
価
高
倒
産
」
異
常

な
ペ
ー
ス
で
増
加
◆

株
式
会
社
帝
国
デ
ー
タ

バ
ン
ク
（
以
下
Ｔ
Ｄ
Ｂ
）

は
12
月
8
日
、
物
価
高
で

倒
産
し
た
企
業
が
11
月
は

46
件
と
な
り
、
5
カ
月
連

続
で
月
間
最
多
を
更
新
し

た
と
公
表
し
た
。

Ｔ
Ｄ
Ｂ
は
、
燃
料
や
原

材
料
の
仕
入
れ
価
格
上
昇

分
を
価
格
転
嫁
で
き
な
い

値
上
げ
難
な
ど
に
よ
る
倒

産
を
「
物
価
高
倒
産
」
と

定
義
し
、
独
自
に
集
計
し

て
い
る
。

デ
フ
レ
が
長
く
続
い
て

き
た
た
め
「
物
価
高
倒

産
」
は
少
な
く
、
過
去
4

年
の
月
間
平
均
は
9
件
程

度
で
推
移
し
て
い
た
。
今

年
も
1
月
6
件
、
2
月
7

件
と
年
初
は
1
桁
台
だ
っ

た
が
、
3
月
14
件
、
4
月

12
件
と
2
カ
月
連
続
で
2

桁
に
乗
る
と
、
5
月
と
6

月
が
23
件
、
7
月
が
31
件

と
過
去
最
多
を
更
新
し
、

以
降
、
8
月
34
件
、
9
月

35
件
、
10
月
41
件
、
11
月

46
件
と
過
去
に
な
い
ペ
ー

ス
で
増
加
し
て
い
る
。

国
語
辞
典
な
ど
を
手
掛

け
る
出
版
社
・
三
省
堂
が

選
ぶ
「
辞
書
を
編
む
人
が

選
ぶ

今
年
の
新
語
2
0

2
2
」
が
「
タ
イ
パ
」
に

決
定
し
た
。
選
考
基
準
は

「
今
後
、
辞
書
に
載
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
言

葉
」。
毎
年
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
「
ユ
ー
キ
ャ

ン
新
語
・
流
行
語
大
賞
」

と
は
異
な
る
視
点
だ
。
今

回
の
応
募
総
数
は
延
べ
1

0
4
1
通
・
6
7
3
語
。

「
今
年
の
新
語
」
は
、

2
0
1
4
年
に
三
省
堂
の

辞
書
編
集
者
を
務
め
る
飯

間
浩
明
氏
が
個
人
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
と
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ

ｒ
で
一
般
募
集
し
選
定
・

発
表
し
た
「
今
年
か
ら
の

新
語
」
企
画
を
も
と
に
、

翌
15
年
か
ら
三
省
堂
主
催

で
始
ま
っ
た
も
の
。
一
般

か
ら
募
集
し
た
も
の
を
三

省
堂
で
辞
書
の
編
纂
に
あ

た
る
編
集
者
ら
の
選
考
委

員
が
選
考
す
る
。

今
年
の
ト
ッ
プ
10
は
第

1
位「
タ
イ
パ
」、
第
2
位

「
○
○
構
文
」、第
3
位「
き

ま
ず
」、
第
4
位「
メ
タ
バ

ー
ス
」、第
5
位
「
○
○
く

な
い
」、
第
6
位
「
ガ
ク

チ
カ
」、第
7
位「
一
生
」、

第
8
位
「
酷
暑
日
」、
第

9
位
「
闇
落
ち
」、
第
10

位
「
リ
ス
キ
ン
グ
」。

大
賞
に
選
ば
れ
た
「
タ

イ
パ
」
は
「
タ
イ
ム
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
」
の
略
。
時

間
的
な
効
率
を
表
し
、「
コ

ス
パ
」（
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
・
費
用
対
効

果
）
の
コ
ス
ト
を
タ
イ
ム

に
置
き
換
え
た
造
語
だ
。

選
考
会
は
「
世
の
中
は
活

字
文
化
か
ら
動
画
文
化
へ

移
行
し
て
お
り
、
そ
の
時

代
を
生
き
る
た
め
に
は
タ

イ
パ
の
向
上
が
不
可
欠
に

な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」
と
選
評
し
て
い
る
。

動
画
の
倍
速
視
聴
や
、
映

画
を
勝
手
に
短
い
動
画
に

ま
と
め
て
投
稿
す
る
違
法

な
「
フ
ァ
ス
ト
映
画
」
も

タ
イ
パ
重
視
な
ら
で
は
の

も
の
だ
。

大
量
情
報
時
代
に
欠
か

せ
な
そ
う
な
タ
イ
パ
だ

が
、
一
定
の
年
齢
を
超
え

る
と
批
判
的
・
懐
疑
的
な

意
見
が
多
く
な
る
。「
音

楽
を
倍
速
で
聴
い
て
も
良

さ
は
分
か
ら
な
い
」「
映
画

や
ド
ラ
マ
は
演
技
の
間
も

重
要
な
要
素
の
一
つ
だ
か

ら
、
本
当
に
鑑
賞
し
た
こ

と
に
は
な
ら
な
い
」な
ど
。

タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
良
い
よ
う
に
見
え
て
、

そ
の
音
楽
や
演
技
の
価
値

を
理
解
・
吸
収
で
き
て
い

な
い
の
だ
か
ら
、
倍
速
視

聴
に
要
し
た
時
間
は
無
駄

な
時
間
と
い
う
考
え
だ
。

で
も
思
い
返
せ
ば
、
昔

か
ら
似
た
よ
う
な
こ
と
は

あ
る
。
本
や
新
聞
を
斜
め

読
み
す
る
の
も
、
録
画
し

た
歌
番
組
で
聴
き
た
い
曲

以
外
を
早
送
り
す
る
の

も
、
動
画
の
倍
速
視
聴
と

何
ら
変
わ
ら
な
い
。

動
画
と
そ
の
発
信
方
法

が
進
化
し
、
以
前
と
は
情

報
量
が
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
現
代
で
は
、
効
率
よ

く
情
報
を
取
得
で
き
る
か

ど
う
か
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
も
影
響
す
る
。

タ
イ
パ
は
人
間
関
係
構
築

の
ツ
ー
ル
。
タ
イ
パ
重
視

の
人
だ
っ
て
、
本
当
に
好

き
な
こ
と
に
は
時
間
を
か

け
て
い
る
と
思
う
。

会
う
人
全
員
と
趣
味
を

共
有
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
話
題
作
り
に
広
く
浅

い
情
報
は
不
可
欠
だ
。
辞

書
に
載
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
言
葉
な
ら
、
今
年
の

新
語
も
知
っ
て
お
い
て
損

は
な
い
。
少
な
く
と
も
、

「
村
神
様
」よ
り
は
「
タ
イ

パ
」
の
ほ
う
が
今
後
も
残

る
言
葉
だ
ろ
う
。
今
年
の

新
語
、
み
な
さ
ん
は
い
く

つ
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

農
業
の
倒
産
件
数
急
増

す
で
に
前
年
越
え
・
過

去
最
多
に
迫
る
勢
い

株
式
会
社
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
の
調
査
に
よ
る
と
、
農
業
の
倒
産
が
急
増
し

て
い
る
。
2
0
2
2
年
の
「
農
業
」
の
1
―

11
月
の
倒
産
件
数
は
67
件
で
、
す

で
に
前
年
1
年
間
の
42
件
を
超
え
た
。
特
に
、
飼
料
費
・
燃
料
費
の
急
騰
が
直

撃
し
た
畜
産
農
家
の
倒
産
件
数
は
26
件
で
前
年
同
期
の
約
3
倍
に
急
増
。
業
界

大
手
の
経
営
破
綻
に
よ
る
連
鎖
倒
産
も
あ
り
、
農
業
経
営
が
危
機
的
な
状
況
に

陥
っ
て
い
る
。

タ
イ
パ

み
ど
り
投
資
促
進
税
制
の
対
象

機
械
第
２
弾
を
公
表
農
林
水
産
省

農
林
水
産
省
は
11
月
30

日
、
み
ど
り
投
資
促
進
税

制
に
よ
っ
て
優
遇
税
制
措

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
対
象
機
械
の
第
2
弾
を

公
表
し
た
。

今
回
認
定
を
受
け
た
の

は
、
①
み
の
る
産
業
の
水

田
駆
動
除
草
機
、
レ
ー
ル

式
防
除
ロ
ボ
ッ
ト
、
ポ
ッ

ト
成
苗
田
植
機
、
②
タ
イ

シ
ョ
ー
の
畝
立
同
時
局
所

施
肥
機
、
③
ア
テ
ッ
ク
ス

の
マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ

ダ
、
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
の

3
社
計
6
機
械
。
詳
細
は

同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

対
象
機
械
の
導
入
に
つ

い
て
は
、「
機
械
の
取
得

価
額
の
32
％
を
初
年
度
に

特
別
償
却
」
で
き
る
税
制

優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
対
象
の
除

草
機
や
可
変
施
肥
機
な
ど

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
の
融
資

特
例
が
適
用
さ
れ
る
。

な
お
、
税
制
特
例
を
活

用
す
る
場
合
は
、
機
械
を

導
入
す
る
前
に
環
境
負
荷

低
減
事
業
活
動
実
施
計
画

ま
た
は
特
定
環
境
負
荷
低

減
事
業
活
動
実
施
計
画
の

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。

農
林
水
産
省
は
、
燃
油

の
価
格
高
騰
分
を
補
填
す

る
「
施
設
園
芸
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
」
の
10

月
分
の
補
填
単
価
を
決
定

し
た
。
Ａ
重
油
は
1
㍑
当

た
り
27
円
、
灯
油
は
同

28
・
6
円
。
通
常
、
補
填

額
は
購
入
数
量
の
70
％
だ

が
、
価
格
急
騰
時
の
特
例

措
置
と
し
て
割
合
が
1
0

0
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
10
月
か
ら
来
年
6
月

ま
で
が
補
填
対
象
期
間
と

な
る
。

同
事
業
は
農
業
者
と
国

が
1

1
で
積
み
立
て
を

行
い
、
燃
油
価
格
の
上
昇

に
応
じ
て
燃
油
の
全
国
平

均
価
格
と
発
動
基
準
価
格

の
差
額
を
補
填
す
る
。
22

年
度
の
発
動
基
準
価
格

は
、
Ａ
重
油
が
1
㍑
当
た

り
81
・
6
円
で
灯
油
が
同

86
・
5
円
。

燃
油
高
騰
補
填

１０

月
分
は
Ａ
重
油
２７
円

◇
商
組
行
事
予
定

▽
2
月
7
日
（
火
）

京
都
商
組
資
材
展
示
会

▽
2
月
14
日
（
火
）

富
山
商
組
資
材
展
示
会

▽
2
月
15
日
（
水
）

福
井
商
組
資
材
展
示
会

＆
通
常
総
会

▽
2
月
16
日
（
木
）

石
川
商
組
資
材
展
示
会

＆
通
常
総
会

▽
2
月
17
日
（
金
）

富
山
商
組
通
常
総
会

◇
全
商
連
冬
期
休
暇

2
0
2
2
年
12
月
29
日

（
木
）
〜
23
年
1
月
4
日

（
水
）

２
０
２
２
年
１０
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
４０
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
３７
件

（
う
ち
コ
ン
バ
イ
ン
１５
件
・
乗
用
型
ト

ラ
ク
タ
８
件
）

・
そ
の
他
３
件

▼
9
・
10
月
は
コ
ン
バ
イ

ン
の
事
故
が
多
い

10
月
は
19
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
40
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
報
告

さ
れ
た
事
故
の
う
ち
コ
ン

バ
イ
ン
に
よ
る
事
故
が
15

件
と
先
月
に
続
い
て
最
多

と
な
っ
た
。
こ
の
中
に

は
、
報
道
で
も
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
、
岡
山
県
で

コ
ン
バ
イ
ン
作
業
を
手
伝

っ
て
い
た
17
歳
の
高
校
生

が
自
ら
運
転
し
て
転
落
し

た
コ
ン
バ
イ
ン
と
倉
庫
と

の
間
に
挟
ま
れ
て
死
亡
す

る
痛
ま
し
い
事
故
も
含
ま

れ
て
い
る
。

一
方
で
、
ベ
テ
ラ
ン
で

あ
っ
て
も「
慣
れ
」や「
焦

り
」
が
要
因
と
な
っ
た
事

故
も
発
生
し
て
い
る
。
経

験
年
数
を
問
わ
ず
、
始
業

前
に
は
圃
場
等
の
危
険
箇

所
の
確
認
や
補
修
、
安
全

な
機
械
操
作
方
法
の
確
認

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

作
業
者
の
能
力
や
当
日
の

体
調
に
応
じ
た
作
業
計
画

を
立
て
ま
し
ょ
う
。

▼
1
月
は
農
業
機
械
作
業

中
以
外
の
事
故
に
も
注
意

〈
21
年
1
月
〉

5
件
（
農
業
機
械
作
業

中
1
件
・
そ
の
他
4
件
）

〈
22
年
1
月
〉

9
件
（
農
業
機
械
作
業

中
3
件
・
そ
の
他
6
件
）

1
月
は
事
故
件
数
こ
そ

少
な
い
が
、
野
焼
き
や
稲

わ
ら
焼
却
中
の
火
傷
、
高

所
か
ら
の
転
落
な
ど
農
業

機
械
作
業
中
以
外
の
事
故

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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飼料用米一般品種
助成額見直しへ

自
民
党
の
税
制
調
査
会

は
、
2
0
2
3
年
10
月
か

ら
開
始
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
納
税
を
免
除
さ
れ
て

き
た
売
上
高
1
0
0
0
万

円
以
下
の
事
業
者
が
課
税

事
業
者
に
な
っ
た
場
合
、

納
税
額
を
売
上
時
に
受
け

取
る
消
費
税
の
2
割
に
抑

え
る
措
置
を
3
年
間
実
施

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

制
度
開
始
後
は
イ
ン
ボ

イ
ス
が
な
い
と
仕
入
税
額

控
除
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
。
そ
の
た
め
、
現
在
は

納
税
が
免
除
さ
れ
て
い
る

年
間
売
上
1
0
0
0
万
円

以
下
の
事
業
者
も
、
取
引

先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
の
提

出
を
求
め
ら
れ
る
機
会
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
事
業
者
に

つ
い
て
は
、
課
税
事
業
者

に
な
る
こ
と
で
納
税
義
務

が
生
じ
、
経
営
を
圧
迫
す

る
と
の
懸
念
が
以
前
よ
り

指
摘
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
年
間
売
上
が
1

億
円
以
下
の
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
仕
入
れ
額
が
1

万
円
未
満
の
場
合
に
イ
ン

ボ
イ
ス
を
不
要
と
す
る
措

置
を
6
年
間
実
施
す
る
方

針
も
決
定
し
た
。

な
お
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
は
当
初
か
ら
激
変
緩

和
措
置
と
し
て
「
経
過
措

置
期
間
」
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
期
間
中
は
免
税
事

業
者
か
ら
の
仕
入
れ
に
つ

い
て
一
定
割
合
が
次
の
と

お
り
控
除
可
能
と
な
る
。

【
控
除
割
合
】

①
制
度
開
始
か
ら
3
年
間

（
26
年
10
月
ま
で
）

免
税
事
業
者
か
ら
の
仕

入
れ
に
つ
き
80
％
控
除
可

能②
そ
の
後
3
年
間
（
29
年

10
月
ま
で
）

免
税
事
業
者
か
ら
の
仕

入
れ
に
つ
き
50
％
控
除
可

能

イ
ン
ボ
イ
ス
に
特
例
措
置

小
規
模
事
業
者
の
納
税
額
は
受
取
消
費
税
の
2
割
に

２４
年
産
か
ら
段
階
的
に
引
き
下
げ

農
水
省

農
林
水
産
省
は
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
の
飼
料
用
米
へ
の
助
成
に
つ
い
て
、
2
0
2
4

年
産
か
ら
は
専
用
品
種
へ
の
転
換
が
進
む
よ
う
、

一
般
品
種
の
助
成
水
準
を
引
き
下
げ
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
た
。
現
在
、
10
㌃
当
た
り
8
万
円
の
標

準
単
価
を
24
年
産
か
ら
毎
年
5
0
0
0
円
ず
つ
下

げ
、
26
年
産
で
同
6
万
5
0
0
0
円
に
す
る
。
こ

れ
に
あ
わ
せ
て
、
上
限
単
価
も
段
階
的
に
引
き
下

げ
る
。

◇
一
般
品
種
の
助
成
単
価

26
年
産
は
標
準
6
万
5
0

0
0
円
・
上
限
7
万
5
0

0
0
円
に

水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
に
よ
る
飼
料
用
米

へ
の
助
成
は
現
在
、一
般
・

専
用
品
種
と
も
同
額
で
、

10
㌃
当
た
り
8
万
円
を
基

準
に
、
収
量
に
応
じ
て
同

5
万
5
0
0
0
円
〜
10
万

5
0
0
0
円
を
交
付
し
て

い
る
。
こ
れ
を
見
直
し
、

一
般
品
種
に
つ
い
て
は
24

年
産
か
ら
助
成
水
準
を
段

階
的
に
引
き
下
げ
る
。

標
準
単
価
は
現
在
の
10

㌃
当
た
り
8
万
円
か
ら
毎

年
5
0
0
0
円
ず
つ
下
げ

26
年
産
で
同
6
万
5
0
0

0
円
に
、
上
限
単
価
は
毎

年
1
万
円
ず
つ
下
げ
26
年

産
で
同
7
万
5
0
0
0
円

に
す
る
。
一
方
、
多
収
の

専
用
品
種
は
現
在
の
助
成

単
価
を
維
持
す
る
。

飼
料
用
米
の
生
産
量
は

主
食
用
米
の
減
産
・
転
作

推
進
効
果
に
よ
り
、
こ
の

2
年
で
大
幅
に
増
え
た
。

22
年
産
は
14
・
2
万
㌶
で

約
76
万
㌧
。20
年
産
の
7
・

1
万
㌶
か
ら
倍
増
し
、
30

年
に
70
万
㌧
と
す
る
基
本

計
画
も
す
で
に
達
成
し
て

い
る
。

た
だ
、
22
年
産
で
の
作

付
け
割
合
は
、
一
般
品
種

が
63
％
で
専
用
品
種
が
37

％
と
一
般
品
種
の
割
合
が

高
い
。
こ
れ
は
、
主
食
用

米
か
ら
の
転
作
を
急
速
に

進
め
る
に
当
た
り
、
取
り

組
み
や
す
い
一
般
品
種
を

助
成
対
象
と
し
た
こ
と
に

起
因
す
る
。
し
か
し
、
水

田
転
作
が
あ
る
程
度
順
調

に
進
み
、
飼
料
用
米
も
基

本
計
画
量
を
達
成
し
た
現

在
で
は
、
一
般
品
種
が
主

食
用
米
に
回
帰
し
や
す
い

点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
同
省
は
一
般
品

種
の
単
価
を
下
げ
る
こ
と

で
専
用
品
種
の
導
入
を
促

し
、
飼
料
用
米
の
定
着
に

つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

な
お
、
23
年
産
は
現
行

通
り
の
助
成
と
な
る
。
22

年
産
の
飼
料
用
米
専
用
品

種
は
す
で
に
籾
摺
り
が
終

わ
り
種
子
へ
の
転
用
が
で

き
な
い
た
め
、
23
年
産
に

は
間
に
合
わ
な
い
。
そ
の

た
め
、
単
価
引
き
下
げ
は

24
年
産
か
ら
と
し
た
。
同

省
は
、
種
子
転
用
に
必
要

な
発
芽
試
験
に
か
か
る
経

費
な
ど
へ
の
支
援
を
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。

◇
米
粉
用
米
も
専
用
品
種

の
導
入
を
促
進

同
省
は
、
米
粉
用
米
で

も
専
用
品
種
へ
の
導
入
を

進
め
る
が
、
飼
料
用
米
同

様
、
種
子
転
用
を
行
っ
た

上
で
転
換
を
進
め
る
。
一

般
品
種
へ
の
助
成
も
継
続

す
る
。
た
だ
、
23
年
産
か

ら
は
需
要
拡
大
が
期
待
さ

れ
る
パ
ン
・
麺
用
の
専
用

品
種
に
つ
い
て
は
、
23
年

度
予
算
で
新
た
に
措
置
す

る
「
コ
メ
新
市
場
開
拓
等

促
進
事
業
」
で
10
㌃
当
た

り
9
万
円
の
助
成
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

日
本
経

済
新
聞
に

よ
る
と
、

政
府
・
与

党
は
請
求

書
デ
ー
タ

の
保
存
方

法
に
つ
い

て
、
簡
易

保
存
す
れ

ば
紙
で
の

保
存
も
容

認
す
る
特

例
措
置
を

設
け
、
2

0
2
3
年
度
与
党
税
制
改

正
大
綱
に
盛
り
込
む
方
針

を
示
し
た
。

改
正
電
子
帳
簿
保
存
法

は
、
準
備
期
間
が
短
く
対

応
が
間
に
合
わ
な
い
企
業

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

厳
格
な
義
務
付
け
を
2
年

延
長
し
て
い
る
が
、
24
年

1
月
か
ら
本
格
的
に
運
用

が
開
始
さ
れ
る
。

同
法
は
、
内
容
の
改
ざ

ん
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

に
、
電
子
取
引
（
メ
ー
ル

な
ど
）
で
受
け
取
っ
た
請

求
書
や
領
収
書
は
厳
格
な

ル
ー
ル
に
基
づ
く
「
電
子

保
存
」を
求
め
、「
紙
保
存
」

は
認
め
て
い
な
い
が
、
23

年
末
ま
で
は
移
行
期
間
と

し
て
「
紙
保
存
」
も
認
め

て
い
る
。

今
回
の
特
例
措
置
に
よ

っ
て
、
24
年
1
月
以
降
も

デ
ジ
タ
ル
化
で
き
な
い
相

当
な
理
由
が
あ
る
企
業
に

つ
い
て
は
、
メ
ー
ル
な
ど

で
受
け
取
っ
た
請
求
書
を

専
用
フ
ォ
ル
ダ
で
保
存

し
、
税
務
署
が
確
認
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
け
ば

「
紙
保
存
」
も
容
認
さ
れ

る
。

請求書の紙保存容認
改正電帳法ルール緩和
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群
馬
商
組
と
福
島
商
組
が
勉
強
会
を
開
催

群
馬
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合
は
11
月
24
日
、

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

の
協
力
を
得
て
あ
お
ば
税

理
士
法
人
代
表
の
秋
葉
仁

氏
を
講
師
に
招
き
、「
改
正

電
子
帳
簿
保
存
法
・
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
勉
強
会
」
を

開
催
し
た
。
23
社
30
名
ほ

ど
が
参
加
し
た
が
、
研
修

内
容
が
経
理
業
務
と
い
う

こ
と
か
ら
、
ご
夫
婦
や
奥

様
の
参
加
も
多
く
、
皆
さ

ん
積
極
的
に
質
問
さ
れ
、

予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す

る
ほ
ど
活
気
の
あ
る
勉
強

会
と
な
っ
た
。

◆
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

開

始
日
か
ら
適
用
を
受
け
る

に
は
23
年
3
月
31
日
ま
で

に
登
録
を
◆

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開

始
さ
れ
る
2
0
2
3
年
10

月
1
日
か
ら
適
用
を
受
け

る
に
は
、
23
年
3
月
31
日

ま
で
に
登
録
申
請
書
を
税

務
署
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
る
。

【
用
語
解
説
】

※
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法

各
税
法
に
お
い
て
①
原

則
「
紙
で
の
保
存
」
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
帳
簿

書
類
に
つ
い
て
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
上
で
電
磁

的
記
録
（
電
子
デ
ー
タ
）

に
よ
る
保
存
を
可
能
と
す

る
こ
と
及
び
、
②
電
子
取

引
（
メ
ー
ル
な
ど
）
で
受

け
取
っ
た
請
求
書
や
領
収

書
に
つ
い
て
は
「
紙
で
の

保
存
」
を
廃
止
し
、
す
べ

て
「
電
子
保
存
」
に
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
る
法

律
。
当
初
、
22
年
1
月
開

始
予
定
だ
っ
た
が
、
準
備

期
間
が
短
く
対
応
が
間
に

合
わ
な
い
企
業
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
開
始
時
期

を
24
年
1
月
に
延
期
。
さ

ら
に
、
政
府
・
与
党
は
24

年
1
月
以
降
も
デ
ー
タ
管

理
の
ル
ー
ル
を
緩
和
す
る

特
例
措
置
を
設
け
る
方
針

と
先
月
、
日
本
経
済
新
聞

が
報
じ
て
い
る
。

※
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適

格
請
求
書
等
保
存
方
式
）

請
求
書
の
発
行
や
保
存

に
関
す
る
新
し
い
制
度
で

正
式
名
称
は
「
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
」。一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
「
適
格

請
求
書（
イ
ン
ボ
イ
ス
）」

に
基
づ
き
消
費
税
の
「
仕

入
税
額
控
除
」を
計
算
し
、

証
拠
資
料
と
し
て
保
存
す

る
仕
組
み
。
制
度
開
始
後

は
適
格
請
求
書
が
な
い
と

仕
入
税
額
控
除
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
。

群
馬
商
組

電
子
帳
簿
保
存
法

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
勉
強
会
開
催

（
１１
月
２４
日
）木村英男理事長

群馬商組勉強会

福
島
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合
は
11
月
24
日
、

「
協
同
組
合
制
度
と
組
合

役
員
の
役
割
に
つ
い
て
」

の
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

参
加
人
数
は
現
職
理
事
に

青
年
部
の
役
職
者
も
加

え
、
事
務
局
を
含
め
て
計

25
名
。

県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
の
安
達
友
洋
氏
が
講
師

を
務
め
、
中
小
企
業
組
合

の
役
割
や
組
合
と
会
社
の

違
い
な
ど
概
要
説
明
の

後
、
①
理
事
の
役
割
、
②

理
事
に
な
れ
る
資
格
、
③

理
事
の
競
業
禁
止
規
定
、

④
理
事
の
定
年
制
の
可

否
、
⑤
理
事
と
社
長
の
違

い
、
⑥
理
事
と
事
務
局
と

の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
講

義
を
行
っ
た
。

福
島
商
組

勉
強
会
開
催「
協
同

組
合
制
度
と
組
合
役
員
の
役
割
に

つ
い
て
」（
１１
月
２４
日
）

渡部芳崇理事長福島商組勉強会

島
根
県
中
古
農
業
機
械

大
展
示
会
が
11
月
11
・
12

日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、

雲
南
市
加
茂
文
化
ホ
ー
ル

ラ
メ
ー
ル
駐
車
場
で
開
催

さ
れ
た
。
会
場
は
前
回
ま

で
の
Ｊ
Ａ
斐
川
事
務
所
駐

車
場
か
ら
変
更
し
、ま
た
、

開
催
時
期
は
前
回
か
ら
酷

暑
を
考
慮
し
、
8
月
か
ら

11
月
に
変
更
し
て
い
る
。

3
年
振
り
の
開
催
は
春

を
思
わ
せ
る
陽
気
に
恵
ま

れ
、
来
場
者
数
は
初
日
だ

け
で
前
回
の
2
日
間
合
計

を
上
回
っ
た
。
成
約
台
数

も
会
期
合
計
59
台
中
56
台

が
初
日
の
成
約
だ
っ
た

が
、2
日
目
は
伸
び
悩
み
、

最
終
実
績
は
出
展
台
数
1

0
9
台
中
成
約
台
数
59
台

（
成
約
率
54
・
1
％
）、成

約
金
額
は
2
8
6
8
万
円

（
前
年
比
92
・
1
％
）
だ

っ
た
。

出
展
台
数
1
0
9
台
は

前
回
（
1
5
7
台
）
の
7

割
弱
。
6
月
に
開
催
さ
れ

た
広
島
の
出
展
台
数
は
1

3
8
台
で
前
回
2
6
1
台

比
53
％
、
8
月
開
催
の
岡

山
は
同
1
8
0
台
で
前
回

2
7
4
台
比
66
％
。
福
島

も
実
績
は
好
調
だ
が
出
展

台
数
は
減
少
し
て
お
り
、

来
年
以
降
も
全
国
的
な
品

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

第
13
回
島
根
県
中
古
農
業
機
械

大
展
示
会
開
催
１１
月
１１
・
１２
日（
金
土
）

島根県中古農機大展示会
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